


Renewal

①ジョイントサポートを切欠きされた側の小口を上にして、垂直に取り付けてください。
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②�チャンネルサポートは上下逆にし、下端 3個のスリット穴に JSZ（連結用治具）の上
側 3個の爪をセットしてください。

➡
マーク下向き

RSZ（チャンネルサポート連結用治具）のリニューアルについて
チャンネルサポート連結用治具をリニューアルさせて頂きます。
設計を見直しより使い易く、そしてお買い求め易い価格になりました。

JSZ（チャンネルサポート連結用治具）の利用手順

※�チャンネルサポートASF-1/10・AWF-5/15の最上部断面は、製造工程上、通常のスリット穴部より分厚くなっているため誤って床面側に取り付けされますと、連結部のスリット穴にブラケット
の爪が確実に落ち込まず危険です。その為、ASJ-1/10・AWJ-5/15を床面側に取り付けてASF-1/10・AWF-5/15は必ず “上下逆使い” にて天井面側に取り付ける必要があります。

※�連結部では、施工時のスリット穴ピッチや左右の芯ズレによるブラケットの装着不備などのトラブルを防止する為に JSZ（連結用治具）を使用しての施工を推奨します。
※連結部分のスリットを利用してブラケットを取り付ける場合は安全目安荷重が約30％低下しますのでご注意下さい。
※�高さ調整の際、天井面側に取り付けるASF-1/10・AWF-5/15を切断しますが、切断寸法によっては所定の間隔でビス穴（225㎜ピッチ）が上部に確保出来ない場合があります。その際は最上部
のスリット穴を利用してHZをご使用頂き固定強度の確保をしてください。ただしHZで固定した箇所の安全目安荷重は約10％低下しますので設計段階からご注意ください。

※ JSZ（連結用治具）はサポート1本に対して複数回治具としてご利用頂けます（目安：施工箇所10本に JSZ×1個程度）

※紙面の都合上わかりやすく表記しています。
 実際の刻印位置は上記よりも225ｍｍ下の位置にあります。

③�手順①に手順②分を上から落とし込むようにセットし上下のチャンネルサポートの垂直
を出してから上側のチャンネルサポートをビス止め固定してください。

④JSZ取り付け箇所以外の全てのビス止めが完了しましたらJSZを外し隠れていた2ヶ
所のビス穴を忘れずにビス止めしてください。なお、チャンネルサポートの最上部に
HZ（補強座金）を使用する場合はスリット穴が欠落していない箇所をご利用ください。

RSZ
チャンネルサポート連結用治具
クローム（仕切価格）

1100円

JSZ
チャンネルサポート連結用治具
クローム（仕切価格）

730円

従来品 新製品（2023.7月発売予定）

自動ロック式
抜け止め

➡

手順②

手順①

ビス止めの際、JSZを左右どちらでも片側に
傾けると上下のサポートの振れが抑制され
ビス止めがし易くなります。

サポート連結部目安箇所

×

○

上部切欠き

マーク上向き
※

床

チャンネル
サポート最上部

ASF-1
ASF-10
AWF-5
AWF-15

ASJ-1
ASJ-10
AWJ-5
AWJ-15

無くなり次第廃番


